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出所；Bank of Russiaをもとに作成 
 
                                                   
1 岩間剛一[2007]33～36ページを参照 
2 岩間剛一[2007]87、88ページを参照 
3 原田純一 2007年 3月、30ページを参照 
4 世界銀行『世界経済、社会統計 2007』を参照 










































出所； 酒井明司『資源大国ロシアの実像』東洋書店、2008年 p75より抜粋して引用 
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5 原田純一 2007年 3月、30ページを参照 
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6
原田純一 2007年 3月 26ページを参照 

















































                                                   
7
原田純一、2007年 3月、29･30ページを参照 

















































































製造業合計 1995年＝100　  
出所；世界の統計 OECDファクトブック 2006をもとに作成 
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8 西濱徹、2008年 4月 14日を参照 
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14 西濱徹、2008年 7月 14日を参照 
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出所；国際連合、世界統計年鑑 2006をもとに作成 
                                                   
15 同上 
16 西濱徹、2008年 4月 14日を参照 
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出所；IMF International Financial Statistics 2008 Nov. をもとに作成 
 
図 16 





























































2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
Russian Fed. U.S. Japan E.U.
 
出所；国際連合、世界統計年鑑 2006 をもとに作成 
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17 西濱徹 2008年 6月 19日を参照 
18 同上 
19 同上 
20 糠谷英輝 2007年 2月 1日、4ページを参照 
21
糠谷英輝 2007年 2月 1日、5ページを参照 
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22 西濱徹 2008年 11月 17日を参照 
23 同上 
 - 114 - 



































                                                   
24 同上 
















19 参照）される。08 年～09 年にかけてロシア・ウクライナ間でのガス供給、輸送に関す
る係争があったことは記憶に新しい。 












った。しかしここ数年これらのガス田の産出量が減少、ガスプロムからも “Production at 
traditional fields is declining”（Platts, International Gas Report, The McGraw Hill 
Companies, Issue612,  December 1, 2008, p.3より引用）との認識が出ている。 
 同誌によると、これに応じる形で近年ガスプロムは今まで採掘されていなかった同国北
部のガス田への投資を始めている。特に、Yamal 半島及びその近海の北極海の海底ガス田
                                                   
25 Platt, International Gas Report [2008.12.15] を参照 











している。 “Miller said Gazprom was spending a quarter of the company’s total 
investment at Yamal, while over the next two years spending on the region would be 
increased to 30% of the total.” (Platts, International Gas Report, The McGraw Hill 
















（図 19参照）近年ではガスプロムはイタリアの Eniやドイツの E.ON Ruhrgasなどとア









                                                   




30 Platt, International Gas Report [2008.9.8]を参照  
31 Platt, Inter national Gas Report [2008.6.4 ]を参照 
32 同上 
33 同上 
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取り決めを Nigerian National Petroleum Corp.と交わした35。同誌によると、これは 4月
のリビアと６月のアルジェリアに続く形であり、ガスプロムの新規市場開拓と共に、ヨー
ロッパの玄関先での上流部門強化を狙ったものと解されている。 
 また “draft plan for developing the gas industry between now and 2030” （Platts, 
International Gas Report, The McGraw Hill Companies,  Issue609, October 20, 2008, 
p.9より引用）では、ロシアはヨーロッパのガス需要のシェア 26％の維持を目標とする36旨
がしめされた。ロシアは現在ヨーロッパへのガス供給をパイプラインで行っており、国内
での LNG 生産は行われていないが、2014 年から運転が予定されているバレンツ海の
Shtokman LNG Projectからの LNGのヨーロッパ向け輸送も否定されていない37。加え
て、ロシアはガスプロム主導のサハリン２プロジェクトの一部として極東地域での LNG
生産プロジェクトを 2009にも立ち上げ38ようとしている。サハリン２の供給先は北米西岸、
                                                   
34 同上 
35 Platt, International Gas Report [2008.9.8] 
36 Platt, International Gas Report [2008.10.20] 
37 同上 
38 同上 




 2008 年末ロシアの首都モスクワで  “Gas Exporting Countries’ Forum” （Platts, 
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